
　８月より、碓氷安中医師会の各診療所の院長先生をお訪ねして、登録医としての合意を頂いています。結果、18名

の先生方から、登録医として合意を頂けました。９月より開放型病床をご利用いただく事が可能になります。

早々に、碓氷安中医師会の登録医の先生方を含めた、新しい名簿を送付致します。

　今月号より、院内情報を公開したいと思います。まず、２００３年における当院の手術実績を診療科別に紹介致し

ます。まず、第一弾として、整形外科と泌尿器科の特集をお届けします。

患者数 患者数

56 11
12 127

膝～足部の骨折 16 28
上肢骨折 22 2

14 4
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鎖骨骨折 6 1
42 3
5 5

ばね指・腱鞘炎等 43 5
11 10
3 62

神経腫 4 2
神経損傷 3 1
切断 2 1

14 2
14 3

下肢・足部壊死 4 244
アキレス腱断裂 3 19
褥瘡 4
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その他 7 　　当院の泌尿器科は３人の指導医と１人の若手医師が、地域医療に

その他 20 積極的に貢献するという気概を持って働いております。

当科の特徴は尿路結石の治療（ＥＳＷＬ、内視鏡破砕術）でありますが、

泌尿器癌に関しても、積極的に取り組んでおります。最近の傾向として、

前立腺癌の手術が増加しています。前立腺癌の手術では、尿失禁が

整形外科医長 患者様にとって大きな問題でありますが、術後１～２ｹ月で殆どの方に

根岸　龍一 失禁は認めなくなっています。良性の前立腺疾患に関しても、保存的

群馬大学（S61年卒） 治療から手術（殆どが内視鏡手術）まで、積極的に対応しております。

今後も病診連携をより一層大切にしたいと思いますので、よろしくお願い

申し上げます。

　整形外科は５人の医師により編成され、特に今年度は全員が

専門医であり、経験豊富な医師をとりそろえています。全身の

骨折・脱臼はもとより、ﾘｳﾏﾁ・変形性関節症といった変性疾患や手指の血管・神経損傷などの緊急手術を要する外傷など幅広く

対応できる体制を用意しています。

　特に最近の話題として、群馬県内初の手術用ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝｼｽﾃﾑを導入しました。ＣＴを必要とせず、赤外線ｾﾝｻｰにより術中の

情報をﾘｱﾙﾀｲﾑに提供してくれる手術支援ｼｽﾃﾑで、下肢の人工関節手術などに応用し、今後広く多用していくことを検討しており

ます。症例がありましたら、宜しくお願い致します。

前立腺針生検前立腺がん疑い

経尿道的前立腺切除術(ＴＵＲ-Ｐ)

前立腺がん

経皮的鋼線刺入固定術

前立腺被膜下摘除術

膀胱全摘除術

腎尿管膀胱結石

尿管膀胱再吻合術

尿管ﾊﾞﾙｰﾝ拡張術

経尿道的膀胱腫瘍切除術(ＴＵＲ-Ｂｔ)

ｴｺｰ下穿刺ｱﾙｺｰﾙ固定術

腎尿管全摘術

腎腫瘍部分切除術

高位精巣摘出術
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大腿骨骨折

手指骨折

骨折観血的手術

人工骨頭挿入術

骨折観血的手術

骨折観血的手術

骨内異物除去術

その他

経尿道的尿管結石破砕術

内視尿道切開術

ﾀﾞﾌﾞﾙｼﾞｪｲ(Ｄ-Ｊ)ｶﾃｰﾃﾙ留置術

尿管再吻合術

膀胱尿管逆流防止術

陰嚢水腫根治術

体外衝撃波結石破砕術
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術式・検査名

膀胱がん

尿道狭窄

腎盂尿管がん

疾患名

前立腺肥大症

腎のう胞

精巣腫瘍

腎臓がん

膀胱尿管逆流症

前立腺全摘出術
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関節リウマチ

骨折観血的手術

腱鞘切開術・開放術

その他

骨折観血的手術

腱縫合術

腱移植術

神経腫切除術

腱縫合術

腱断裂・槌指等

変形性膝関節症
半月板切除術

疾患部位・疾患名 術　　　　式

人工関節置換術

関節滑膜切除術

人工関節置換術

人工関節置換術

四肢切断術

皮弁術

神経縫合術

再接着術

骨内異物除去術

その他


